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◇ 7月は毎年のように自然災害や著名人の逝去といった報道が
流れている気がします．毎日降り続く雨は悲しみの涙なので
しょうか．8 月は明るい話題で満ち溢れた月となりますよう
に．
◇今月号のとびらは，本年度Analytical Sciences 誌の編集委
員長となられた加地先生にご寄稿いただきました．査読者と
著者のやり取りを大事にされておられるとのこと．当方も厳
しい査読意見を吟味し修正すると見違えるように論文の質が
向上することを何回も経験しました．海外誌へのあこがれが
ある一方で，骨のある論文を投稿して国内誌を育てていくこ
とも会員の使命ではないでしょうか．
◇同志社大学の森先生にはリレーエッセイに経営者と分析化学
者としての両立場からご執筆いただきました．化学者である
が故の経営学に対する疑問，戸惑いが書かれておられます．
しかし，「オリジナリティの重要性」という点においては分
野が違えど共通だということは，学問を嗜む一人として肝に
銘じておきたいものです．
◇斯く言う当方も，研究と子育てに奮闘しております．研究と
子育ての共通点とはなんだ？　子育てのオリジナリティ？　
配偶者からのリバイス要求？　年会の懇親会でお酒を吞みな
がらご教授下さい！ 〔A. I.〕

「ぶんせき」次号掲載予定

〈と び ら〉　　

千客万来御礼！　分析イノベーション交流会 

  豊田 太郎，東海林 敦，菅沼 こと

〈入門講座〉　分離技術：原理から最新技術まで

フィールドフローフラクショネーション   板橋 大輔

〈解　　説〉　　

次世代蓄電池電解液開発に役立つ分析手法と 

溶液中の分子論的描像   渡辺 日香里

〈ミニファイル〉　マイクロ・ナノの分析化学　

基礎医学   小川 覚之

〈話　　題〉　　　　　　

電子エネルギー損失分光法による振動分光測定と 

材料物性分析   山本 宗昭，吉田 朋子
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　日本分析化学会は学術著作権協会（学著協）に複写に関
する権利委託をしていますので，本誌に掲載された著作物
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